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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
 
商 品 分 類 追加型投信/国内/株式 

信 託 期 間 2020年6月12日から2030年5月24日まで 

運 用 方 針 

わが国の金融商品取引所等に上場(上場予
定銘柄も含みます。)している株式のう
ち、マイクロキャップ銘柄※に投資しま
す。 
※原則として、投資開始時点で時価総額
が500億円以下の株式をマイクロキャッ
プ(超小型)銘柄とします。 

徹底したボトムアップ・リサーチで銘柄
を選別します。 
株式以外の資産への投資割合は、原則と
して投資信託財産総額の50％以下としま
す。 

主要投資対象 
わが国の金融商品取引所等に上場してい
る株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

株式への投資割合には制限を設けませ
ん。 
投資信託証券(上場投資信託証券を除きま
す。)への投資割合は、投資信託財産の純
資産総額の5％以下とします。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経
費控除後の利子・配当等収益および売買
益(評価損益を含みます。)等の全額とし
ます。 
収益分配金額は、委託者が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定します。
ただし、必ず分配を行うものではありま
せん。 
留保益の運用については特に制限を設け
ず、運用の基本方針に基づいた運用を行
います。 

 

 

運用報告書(全体版) 
 

楽天・日本株マイクロキャップ・ファンド 
＜愛称：スモールジャイアント＞ 

 

第3期 
 

決算日：2023年5月25日 

 

受益者の皆様へ 

 

 平素は当ファンドにご投資いただき、厚く御礼申し上

げます。 

 さて、当ファンドは、このたび上記決算を行いました

ので、当期間の運用状況につきまして、ご報告申し上げ

ます。 

 今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申し上

げます。 

 

楽天投信投資顧問株式会社  
https://www.rakuten-toushin.co.jp/ 

東京都港区南青山二丁目6番21号 

本資料(運用報告書(全体版))の記載内容のお問い合

わせ先 

TEL：03－6432－7746 

受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで 

※お客様のお取引内容等につきましては販売会社に

お問い合わせください。 
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■本資料の表記に関する注記 
・金額等の数値は表記未満切捨または四捨五入により表示しております。このため、各項目の合計の値が合計

欄と一致しないことがあります。 

・－印は、組入・売買が無いことを示します。 
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設定以来の運用実績 
 

 

決  算  期 
基 準 価 額 

株 式 組 入 
比 率 

株 式 先 物 
組 入 比 率 

純資産総額 
(分 配 落) 

税  込 
分 配 金 

期  中 
騰 落 率 

(設 定 日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2020年 6月12日 10,000 － － － － 163 

1期(2021年 5月25日) 12,360 0 23.6 90.6 － 272 

2期(2022年 5月25日) 11,580 0 △6.3 58.5 － 193 

3期(2023年 5月25日) 13,850 0 19.6 66.8 － 219 
(注1) 基準価額の騰落率は分配金込み。 
(注2) 株式先物組入比率＝買建比率－売建比率 
(注3) 当ファンドの運用方針に対応する適切な指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 
(注4) 設定日の基準価額には当初設定価額を、純資産総額には当初設定元本を用いています。 

 

当期中の基準価額の推移 
 

年  月  日 
基 準 価 額 株 式 組 入 

比 率 
株 式 先 物 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ 

2022年 5月25日 11,580 － 58.5 － 

   5月末 11,872 2.5 59.5 － 

   6月末 11,777 1.7 58.8 － 

   7月末 12,245 5.7 60.4 － 

   8月末 12,647 9.2 63.5 － 

   9月末 12,378 6.9 69.5 － 

  10月末 12,747 10.1 73.4 － 

  11月末 12,921 11.6 75.1 － 

  12月末 12,537 8.3 73.7 － 

2023年 1月末 12,830 10.8 75.4 － 

   2月末 13,053 12.7 76.1 － 

   3月末 13,482 16.4 70.2 － 

   4月末 13,738 18.6 66.8 － 

（期   末）     

2023年 5月25日 13,850 19.6 66.8 － 
(注1) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 
(注2) 株式先物組入比率＝買建比率－売建比率 
 



01_3774453712307.doc 

－ 2 － 

当期中の運用経過と今後の運用方針 
 

 
■基準価額等の推移 
 

 

 
(注1) 分配金再投資基準価額は、分配金(税込)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンス

を示すものです。 
(注2) 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なり

ます。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
(注3) 分配金再投資基準価額は、期首の基準価額を起点として指数化しています。 

 

■基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は前期末比19.6％上昇しました。 

＜2022年5月末～2022年9月＞ 

半導体不足の影響や世界的な景気の先行き不透明感から外需関連(電機・機械・輸送用機器など)は組み入れを

抑制気味とする一方、コロナ禍からの経済再開関連(レジャー・サービスなど)中心に内需関連の組み入れを高め

にしたことにより基準価額は総じて堅調に推移しました。 

＜2022年10月～2023年1月＞ 

企業業績は堅調に推移するも、米国の金融引き締め継続や日本銀行の金融政策修正による円高の動きもあり方

向感が出にくい市場環境が継続し、結果として株式市場はレンジ内での動きとなり、当ファンドの基準価額も一

進一退の動きとなりました。 

＜2023年2月～2023年5月25日＞ 

2022年12月の日本銀行による金融政策修正の動きを受け、金利敏感関連(銀行など)の株価が相対的に堅調に推

移したほか、個別銘柄の動きとして強気保有とした再生エネルギー関連銘柄が大きく上昇したことなどを背景に

基準価額は大きく上昇しました。 
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■投資環境 

＜2022年5月末～2022年9月＞ 

米国における金融引き締めや中国におけるコロナ禍での経済活動制限、台湾を巡る米中関係の悪化などがあり、

相場はレンジ内での動きに終始し、ほぼ横ばいの動きとなりました。 

＜2022年10月～2022年12月＞ 

堅調な企業業績やコロナ禍からの経済再開期待で一時的に持ち直す場面もありましたが、米国の金融引き締め

継続や日本銀行による金融政策修正による円高進行もあり、相場は一進一退の動きとなりました。 

＜2023年1月～2023年5月25日＞ 

米国の地方銀行破綻など不安材料もありましたが、米国での利上げ打ち止め観測や懸念されたほど企業業績見

通しが悪くないことなどを背景に相場は上昇しました。 

 
■当ファンドのポートフォリオ 

日本の金融商品取引所等に上場している株式のうち時価総額が500億円以下のマイクロキャップ株式を中心に、

市場における企業のポジショニング、個別銘柄の技術力などの成長要因、中長期の業界構造の変化などを詳細に

調査し投資を行いました。 

期前半は、コロナ禍からの経済回復の恩恵を享受できる内需関連銘柄(サービスなど)を中心にポートフォリオ

に組み入れる一方、世界景気の先行き不透明感が継続することもあり外需関連(電機・機械など)は組み入れを抑

えました。 

期後半は内需関連に加え、2022年12月に日本銀行による金融政策修正があったことから金利敏感関連(銀行な

ど)の組み入れを増やしました。外需関連は前半に続いて組み入れを抑えました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。 
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■分配金 

運用の基本方針等を勘案し、収益分配は見送らせていただきました。なお、留保益の運用については、特に制

限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 
●分配原資の内訳 
 (1万口当たり・税込) 

項    目 
第3期 

2022年5月26日～2023年5月25日 

当期分配金 (円) － 

(対基準価額比率) (％) (－) 

 当期の収益 (円) － 

 当期の収益以外 (円) － 

翌期繰越分配対象額 (円) 3,849 
(注1) ｢対基準価額比率｣は｢当期分配金｣の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
(注2) ｢当期の収益｣は経費控除後の配当等収益および経費控除後の有価証券売買等損益、｢当期の収益以外｣は収益調整金および分配準備積立金

です。 
(注3) ｢当期の収益｣および｢当期の収益以外｣は、円未満を切捨てて表示しているため、合計した額が｢当期分配金｣と一致しない場合があります。 

 

■今後の運用方針 

引き続き、日本の金融商品取引所等に上場している株式のうちマイクロキャップ銘柄を投資対象とし、徹底し

たボトムアップ・リサーチを通して企業価値の拡大が見込める企業を選定します。 

 



01_3774453712307.doc 

－ 5 － 

1万口当たりの費用明細 
 

 

項   目 

当期 

項 目 の 概 要 2022年5月26日～2023年5月25日 

金額 比率 

(a) 信託報酬 123円 0.968％ (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

   ※期中の平均基準価額は12,685 円です。 

(投信会社) (49) (0.385) ・委託した資金の運用の対価 

 

(販売会社) (70) (0.550) ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理等の対価 

(受託会社) (4) (0.033) ・運用財産の管理、委託会社からの指図の実行の対価 

 

(b) 売買委託手数料 12 0.098 
(b) 売買委託手数料＝ 

期中の売買委託手数料 

期中の平均受益権口数 

(株式) (12) (0.098) 売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に

支払う手数料 

(c) その他費用 28 0.223 
(c) その他費用＝ 

期中のその他費用 

期中の平均受益権口数 

(監査費用) (3) (0.026) ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る

費用 

(印刷費用) (25) (0.196) ・印刷費用は、有価証券届出書、目論見書、運用報告書等

の作成、印刷および提出等に係る費用 

(その他) (0) (0.001) ・その他は、金銭信託への預入金額に対する手数料、その

他投資信託財産の運営にかかる費用等 

合   計 163 1.289  

(注1) 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で
す。 

(注2) 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3) 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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売買および取引の状況 
 

 
■株式 

 

当     期 

買     付 売     付 

株    数 金    額 株    数 金    額 

国 内 千株 千円 千株 千円 

 
上 場 

88 142,827 86 145,899 

 (5) (－)   
(注1) 金額は受渡し代金。 
(注2) ( )内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
(注3) 単位未満は切捨て。 

 

株式売買比率 
 
■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 

項 目 当 期 

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 288,727千円 

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 142,638千円 

(c) 売 買 高 比 率 (a)/(b) 2.02 
(注1) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です｡ 
(注2) (c)売買高比率は小数点第3位以下を切り捨てています｡ 
 

利害関係人※との取引状況等 
 

 
該当事項はありません。 
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定されている利害関係人です。 

 

自社による当ファンドの設定・解約状況 
 

 
当期首残高 
(元   本) 

当 期 設 定 
元    本 

当 期 解 約 
元    本 

当 期 末 残 高 
(元   本) 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円 
当初設定時における取得 

89 － － 89 
(注) 単位未満は切捨て。 
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組入資産の明細 
 

 
■国内株式 

銘         柄 
期首(前期末) 当  期  末 

株    数 株    数 評  価  額 
 千株 千株 千円 
化学(7.4%)    
扶桑化学工業 0.3 － － 
ノエビアホールディングス 0.4 0.9 4,860 
アクシージア － 4.3 5,112 
東洋合成工業 0.1 0.1 872 

医薬品(7.1%)    
富士製薬工業 － 5.5 6,655 
ゼリア新薬工業 1.1 1.5 3,772 

ガラス・土石製品(5.2%)    
ベルテクスコーポレーション 1.4 3.4 5,011 
黒崎播磨 0.7 0.4 2,704 

金属製品(0.4%)    
ＲＳ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 0.3 0.2 620 

機械(5.5%)    
芝浦機械 0.4 － － 
岡本工作機械製作所 0.3 － － 
藤商事 － 2.7 3,936 
マルマエ 0.6 － － 
タツモ 0.7 － － 
ホソカワミクロン 0.5 0.1 288 
ＴＯＷＡ 0.6 － － 
ダイコク電機 － 1.3 3,853 

電気機器(1.7%)    
Ａｂａｌａｎｃｅ 0.3 － － 
ダイヘン 0.4 － － 
テラプローブ 0.7 － － 
日置電機 0.2 0.1 934 
キョウデン 2.2 － － 
オプテックスグループ 0.8 0.8 1,565 
芝浦電子 0.2 － － 

精密機器(－%)    
シグマ光機 0.8 － － 

その他製品(7.0%)    
スノーピーク 0.7 － － 
ＳＨＯＥＩ 0.8 1.8 4,761 
河合楽器製作所 0.4 1.1 3,481 
グローブライド 1.1 0.9 1,992 

電気・ガス業(2.1%)    
四国電力 － 3.2 3,056 

陸運業(3.5%)    
鴻池運輸 1.4 3.2 5,126 

情報・通信業(4.9%)    
ポールトゥウィンホールディングス 2.2 － － 
エムアップホールディングス 1.5 － － 
クラウドワークス 2.2 1 1,448 
ＧＭＯフィナンシャルゲート 0.2 0.1 1,010 
ＪＭＤＣ 0.2 0.4 2,200 
ウェザーニューズ － 0.2 1,358 
ＡＮＹＣＯＬＯＲ － 0.2 1,150  



01_3774453712307.doc 

－ 9 － 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当  期  末 

株    数 株    数 評  価  額 
 千株 千株 千円 
卸売業(17.0%)    
マクニカホールディングス 1.2 1 4,795 
アステナホールディングス 4.2 － － 
サンリオ － 1.1 6,325 
サンワテクノス 3.1 2.8 6,227 
加賀電子 1 0.9 4,671 
コーア商事ホールディングス 4.3 4.1 2,935 

小売業(8.2%)    
ゲオホールディングス － 3 5,079 
パルグループホールディングス 0.8 2 6,920 
ゴルフダイジェスト・オンライン 1.1 － － 
ベルク 0.5 － － 

銀行業(4.7%)    
九州フィナンシャルグループ － 3.9 2,039 
北國フィナンシャルホールディングス － 0.4 1,974 
千葉興業銀行 － 3.1 1,466 
愛媛銀行 － 1.8 1,486 

証券、商品先物取引業(－%)    
ＦＰＧ 3.2 － － 

その他金融業(－%)    
ネットプロテクションズホールディングス 1.2 － － 

不動産業(6.0%)    
ジェイ・エス・ビー 0.8 1.4 6,111 
京阪神ビルディング 3.6 2.4 2,757 

サービス業(19.3%)    
リンクアンドモチベーション 5.1 2.4 1,036 
イオンファンタジー 0.8 1.4 4,963 
トレンダーズ 2.9 0.4 494 
エラン 3.3 3.3 3,049 
エアトリ 1.2 － － 
ストライク － 0.3 1,102 
ＡＢホテル － 1.4 3,677 
アンビスホールディングス 0.6 0.5 1,386 
ＴＲＥホールディングス 1.8 － － 
建設技術研究所 1.8 2.2 7,326 
東京都競馬 1.1 1.3 5,310 

合  計 
株 数 ・ 金 額 67 74 146,904 
銘 柄 数  <比 率>  52 45 <66.8%> 

(注1)( )内は国内株式の評価総額に対する各業種の比率です。 
(注2)< >内は純資産総額に対する評価額の比率です｡ 
(注3) 評価額の単位未満は切捨て。 

 

投資信託財産の構成 
 

 

項        目 
当   期   末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 

株 式 146,904 65.0 

短 期 金 融 資 産 、 そ の 他 78,965 35.0 

投 資 信 託 財 産 総 額 225,869 100.0 

(注) 評価額の単位未満は切捨て。 
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資産、負債、元本及び基準価額の状況ならびに損益の状況 
 

 
■資産、負債、元本及び基準価額の状況 

(2023年5月25日現在) 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 225,869,900円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 72,822,438 

 株 式(評価額) 146,904,400 

 未 収 入 金 4,743,792 

 未 収 配 当 金 1,399,270 

(Ｂ) 負 債 5,911,460 

 未 払 金 4,166,879 

 未 払 解 約 金 250,494 

 未 払 信 託 報 酬 1,264,675 

 未 払 利 息 215 

 そ の 他 未 払 費 用 229,197 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 219,958,440 

 元 本 158,817,354 

 次 期 繰 越 損 益 金 61,141,086 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 158,817,354口 

 1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,850円 

(注) 期首元本額 167,105,164円 
期中追加設定元本額 24,535,574円 
期中一部解約元本額 32,823,384円 

 

■損益の状況 

(自2022年5月26日 至2023年5月25日) 

項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 3,002,966円 
 受 取 配 当 金 3,062,475 
 受 取 利 息 △3 
 そ の 他 収 益 金 1,776 
 支 払 利 息 △61,282 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 32,884,800 
 売 買 益 46,114,528 
 売 買 損 △13,229,728 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △2,724,482 
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 33,163,284 
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 5,177,025 
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 22,800,777 

 (配 当 等 相 当 額) (8,596,936) 
 (売 買 損 益 相 当 額) (14,203,841) 

(Ｇ)  計 (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 61,141,086 
(Ｈ) 収 益 分 配 金 0 

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 61,141,086 
 追 加 信 託 差 損 益 金 22,800,777 
 (配 当 等 相 当 額) (8,596,936) 
 (売 買 損 益 相 当 額) (14,203,841) 
 分 配 準 備 積 立 金 38,340,309 

(注1) 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価替えによ
るものを含みます。 

(注2) 損益の状況の中で (C)信託報酬等には成功報酬が含まれます。
(消費税相当額を含めて表示しています｡)なお、当期における
成功報酬の金額は248,162円です。 

(注3) 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額
分をいいます。 

 
<分配金の計算過程> 

項 目 当期 
(Ａ)配当等収益額（費用控除後） 2,774,927円 
(Ｂ)有価証券売買等損益額 

（費用控除後・繰越欠損金補填後） 
18,352,668円 

(Ｃ)収益調整金額 22,800,777円 
(Ｄ)分配準備積立金額 17,212,714円 
(Ｅ)分配対象収益額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 61,141,086円 
(Ｆ)期末残存口数 158,817,354口 
(Ｇ)収益分配対象額（１万口当たり） 

(Ｅ／Ｆ×10,000） 
3,849.75円 

(Ｈ)分配金額（１万口当たり） －円 
(Ｉ)収益分配金金額 

(Ｆ×Ｈ／10,000） 
－円 

 

お知らせ 
 

該当事項はありません。 


